










塩基性フェリチン(F)による in situ immune complex(IC)モデルにて腎糸球体基底膜(GBM)

内の IC の動態,特に抗原,抗体の緻密層内存在様式を免疫電顕にて検討した。IC は GBM 内

皮下で形成された後,上皮側へ移動し electron dense deposit を形成した。抗原(F),抗体

(金コロイド標識)の GBM 内での同一分布所見,緻密層内での隣接所見,また抗原単独投与に

比し,本モデルで抗原の緻密層内通過遅延が示唆されたことより,緻密層内を IC の状態で

通過する可能性が考えられた。 


